










Significance of significant others in self-




























ぼす影響について調査研究により明らかにした。対象者は大学生 857 名（男性 407 名, 女性








 第３章では，移行対象の所有経験を有する青年期の女性 10 名にインタビューを実施し，
彼女らの語りを質的に分析することで，量的研究では考察することが困難であった，移行対
象が個人の社会的自立を促す過程を詳細に検討した。本研究の結果は，移行対象の心理的役
割が発達段階に伴って変遷していくことを明らかにした。移行対象は従来の乳幼児期の母
子分離のみにその役割があるのではなく，その後も様々な心理的役割が付与されながら，青
年期においては子どもから大人への自立を促すような，自己の確立と補助の役割を担うこ
とが示唆された。個人は成長とともに社会との関係性を維持する必要性が高まり，自己のま
とまりや一貫性に揺らぎが生じることも多くなる。このようなときに移行対象によって自
己の一貫性を味わい自己感を強化することで，独自の主体としての個に至る過程を促すこ
とがうかがえた。すなわち，移行対象には自己と社会のあいだで葛藤状態にある個人の自己
治癒的な側面があることを述べた。 
 
 第４章では，第３章までの研究から示唆された知見から，移行対象の機能を支援者が担う
形で臨床場面に応用することで，問題を呈した子どもと，子どもの重要他者との関係性にア
プローチする介入について検討した。対象は摂食障害児３症例と発達障害児６症例であり，
症例の親子の検査所見および臨床経過を考察した。これらの症例は，他者との関係不良が症
状悪化に影響を与えていると推察されることが共通しており，自己を補助する移行対象を
必要とする環境でありながら，移行対象を見出すまでに気持ちを言語化する能力が不十分
であったことが推察された。本研究では，子どもの問題行動の改善のみを治療目標とするの
ではなく，子どもの不安を言語化して慰めることのできる親子の安心できる（secure）アタ
ッチメントの関係性構築を治療目標とすることが有効である可能性を提言した。その前提
として，子どもの保護者が不安な気持ちを言葉で表現し，心理社会的支援を受け入れられる
状態になることが重要であり，この前提がなければ子どもの支援は困難になることを述べ
た。 
 
 第５章では，本論文で明らかとなった知見をまとめ，今後の課題と展望について述べた。
移行対象を媒介として自己の確立について検討した量的および質的研究により，社会
的な自立には重要な他者との関係性が重要であることが示唆された。また，臨床場
面においては，支援者が対象者の言語領域外にある情動を媒介する重要な他者として機能
することで，対象者の自己がまとまり言語表現に結びつく可能性が示唆され，これにより症
状の改善を促す可能性が考えられた。課題として，移行対象は誰しもが経験するものではな
いために本論文の知見の一般化には限界があること，移行対象の所有と自己開示における
直接的な因果関係は明確に言及できないことなどを述べた。また，展望として，幼少期以降
に初めて発現した移行対象についての検討や，移行対象が現れる場づくりの有用性につい
て，介入研究による検討が必要であることなどを述べた。 
